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奈良県内のヒノキおよびスギ人工林におけるニホンジカの樹皮剥ぎ被害の実態＊1

若山　学

Deer barking damage to hinoki and sugi plantations in Nara prefecture

Manabu　WAKAYAMA

　奈良県の民有林の約62％を占めるヒノキおよびスギ人工林での，ニホンジカの樹皮剥ぎ被害の実態
を把握することを目的に調査を行った。調査はニホンジカの樹皮剥ぎ被害が発生しているが，侵入防
止柵（防護柵）やテープ巻き付け等の樹皮剥ぎ被害対策が実施されていない若齢林および壮齢林で行っ
た。各調査地における樹皮剥ぎ被害の発生率は，ヒノキでは約７～40％，スギでは約２～34％であった。
樹皮剥ぎ被害の大きさは，幹周囲方向においてはヒノキおよびスギの各調査地のいずれも幹周囲長の
１／４以下が多かった。樹皮剥ぎ被害の上下方向の長さの各調査地における平均は，ヒノキでは約29
～86cm，スギでは約20～90cmであった。樹皮剥ぎ被害を受けた方向についてはヒノキ，スギともに
明確な傾向は見られなかった。

１．はじめに
��
　現在、ニホンジカ（以下，シカと略す）の森林被害
が全国的に大きな課題となっている。林野庁の森林・林
業統計要覧20151）では，2013年度の全国のシカによる森
林被害の面積は6800haに上る。奈良県においても多く
の森林でシカの被害が発生し，2014年度の森林被害の
面積（実損面積）は約345haに上っており２），林業を営
む上で深刻な問題となっている。シカによる被害は，
1990年代は林齢10年未満の林分での枝葉採食害が顕著
であったものが，2001年以降は林齢10年以上の林分に
おける樹皮剥ぎ被害の割合が徐々に増加し，2005年以
降は樹皮剥ぎ被害が若齢林分の枝葉採食害を圧倒する
ようになった３）。奈良県内でもシカの樹皮剥ぎ被害は発
生しているが，人工林での樹皮剥ぎ被害についての報
告は少ない。そこで，奈良県内におけるシカのヒノキ
およびスギの樹皮剥ぎ被害の実態を，一定以上に成長
した林分，特に４齢級以上となった若齢林および壮齢
林の被害実態を把握することを目的に調査を実施した。
　なお，本調査は奈良県ニホンジカ特定鳥獣保護管理
計画（現在の奈良県ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計
画）の森林被害モニタリング調査の一環として実施さ
れたものである。

２．調査方法

　奈良県の森林（民有林）の面積は，人工林が約62％を
占めており２），そのほとんどがヒノキとスギであること
から，ヒノキ林分またはスギ林分を調査対象とした。調
査対象とした人工林は，４齢級（林齢16～20年）以上の
齢級でシカの樹皮剥ぎ被害が発生しているが，侵入防止
柵（防護柵），ネット巻き付け，テープ巻き付け，枝条
巻き付けおよび忌避剤塗布などの樹皮剥ぎ被害対策を実
施していない場所を選定した。また，１つの調査地につ
き調査対象木が50本以上となるように設定した。
　2009年度から2013年度にかけて，各年度２カ所から４
カ所ずつ合計13カ所の林分で調査を実施し，調査地はヒ
ノキ10カ所，スギ３カ所となった。各調査地の概況は表
１の通りである。
　各調査地において，シカの樹皮剥ぎ被害の有無，シカ
の樹皮剥ぎ被害の大きさ，樹皮剥ぎ被害を受けた方向に
ついて記録した。なお，樹皮剥ぎ被害の大きさについて
は，樹幹周囲方向の大きさにより，表２に示す基準に従
い，６段階に区分し記録した。また，樹皮剥ぎ被害の上
下方向の大きさについては，樹皮剥ぎ被害の下端部の地
際からの高さ，および上端部の地際からの高さを記録し
た。そして，樹皮剥ぎ被害を受けた方向については，樹
幹が斜面上部側から被害を受けた場合を山側，斜面下部
側から被害を受けた場合を谷側，その間から被害を受け
た場合は山・斜面側，斜面側，斜面・谷側にそれぞれ区

＊１　本研究の一部は、第127回日本森林学会大会（2016年３月、藤沢）において発表した
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分して記録し（図１），樹皮剥ぎ被害が全周に及ぶ場合は，
被害部が上下方向に最も大きい場所を被害を受けた方向
とした。
　なお，調査はそれぞれの調査地が存在する森林を所管
する森林組合が実施した。

３．結果および考察

　各調査地における樹皮剥ぎ被害の発生状況を表３およ
び表４に示す。ヒノキの樹皮剥ぎ被害発生率は7.0～
39.9％であった。また，スギの樹皮剥ぎ被害発生率は1.8
～34.1％であった。そしてこれら樹皮剥ぎ被害を受けた
個体のうち，ヒノキの２つの調査地において，それぞれ
１本の枯死が生じており，枯死率はそれぞれ1.0％と1.8％
であった。
　樹皮剥ぎ被害の大きさについて，幹周囲方向の被害の
大きさの調査結果を表５および表６に示す。ヒノキ，ス
ギいずれの調査地においても，幹周囲方向の被害の大き
さは，０／４～１／４周の被害が最も多くなっており，
この区分の被害が全被害の50～90％以上を占めている調
査地が殆どであった。そして，いずれの調査地も被害が
大きくなるにつれ，被害の発生数は減少した。なお，複
数の樹皮剥ぎ被害を受けている個体もあるため，樹皮剥
ぎ被害発生数は，被害本数よりも多くなった。
　樹皮剥ぎ被害の大きさについて，上下方向の大きさの
調査結果を表７および表８に示す。各調査地の被害部下
端の高さの平均は，ヒノキでは0.3～42.9cm，スギでは

０～26.5cmとなった。ヒノキおよびスギを合わせた13カ
所の調査地のうち，８カ所の調査地で被害部下端部の高
さの平均値が10cm以下となっており，樹皮剥ぎ被害は
地際付近や根張り部分からの被害が多いことがわかる。
また，被害部上端部の高さの平均はヒノキでは30.1～
97.2cm，スギでは20～99.3cmとなっていた。そして，
被害部下端から上端までの被害部上下長の平均はヒノキ
で29.2～86.1cm，スギでは20～90.0cmとなった。以上の
ことから，奈良県内では被害部上下長の平均が30cm程
度の小さな被害が多い地域が存在する一方で，平均が
90cmにも達する大きな被害が多い地域も見られること
がわかった。
　被害を受けた方向について，調査結果を表９および表
10に示す。ヒノキでは山側に多い林分，谷側に多い林分，
いずれの方向にも多い林分もあり，一定の傾向は見られ
なかった。スギについても一定の傾向は見られなかった。

４．まとめ

　今回の調査では，樹皮剥ぎ被害木のうち，枯死したも
のは全調査地を合わせても２本と少ないが，県内の次代
検定林調査を実施している林分等では，より高い枯死率
が生じている林分を確認している（若山未発表）。
　また，今回の調査での樹皮剥ぎ被害は，上下長が

表１　調査地概況

表２　樹皮剥ぎ被害の幹周囲方向の大きさの区分

図１　樹皮剥ぎ被害を受けた方向の区分基準

　　　（樹幹の水平断面図で示したもの）　　
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表３　各調査地のヒノキの樹皮剥ぎ被害発生率および枯死率

表４　各調査地のスギの樹皮剥ぎ被害発生率および枯死率

表５　ヒノキにおける幹周囲の樹皮剥ぎ被害の大きさと発生数

表６　スギにおける幹周囲の樹皮剥ぎ被害の大きさと発生数
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200cmに達するものや（表７,８），幹周囲方向の被害が
全周におよび上下方向も100cm以上に達する大きな被害
も見られるものの（図２），多くの樹皮剥ぎ被害は，幹
周囲の０／４～１／４で長さも数十cm程度のものが多
かった（図３）。シカの樹皮剥ぎ被害は，被害部位から

変色や腐朽が拡がることが知られている４）。従って，た
とえ小さな被害であったとしても変色や腐朽が進行する
ことが想像できる。また，複数の小さな被害を受けるこ
ともあり，その場合は変色や腐朽も複数の場所から拡大
することとなる。奈良県ではシカの各種の被害対策のた

表７　ヒノキの樹皮剥ぎ被害部位の高さおよび上下方向の大きさ

表８　スギの樹皮剥ぎ被害部位の高さおよび上下方向の大きさ

表９　ヒノキ被害木の被害部位の方向

表10　スギ被害木の被害部位の方向

図２　ヒノキ樹皮剥ぎ被害（野迫川村立里）

　　　剥皮が幹周囲の全周におよび

　　　上下方向も140cm以上に達する大きな被害
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め，捕獲による対策を推進しているものの，シカの生息
域は拡大傾向にあり５），今後もシカの樹皮剥ぎ被害が生
じる地域が増加することが懸念される。奈良県では，森
林整備事業の付帯施設としてシカやツキノワグマの樹皮
剥ぎ被害を防止するためのテープ巻き付けが助成の対象
になっているので，シカの生息地が確認された地域では，
これを活用した被害対策を推進すべきであろう。
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図３　ヒノキ樹皮剥ぎ被害２（黒滝村赤滝）

　　　幹周囲の０／４～１／４で長さ数十cm程度の被害


